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国士舘大学大学院 救急システム研究科（修士課程）  

第 I 期 入学試験 

試験科目名：専門科目  

 

 

問１．  以下の図１は日本の過去 10年の救急隊到着時除細動症例の一ヶ月生存率である。これをみて、２０１９年以

降なぜ我が国の目撃あり心原性心停止の１か月後生存率が低下したか、考えられる因子を５つ書き出せ。   

（ 20点）  

 

 

 

 

 

 

 

図 1  目撃あり心原性心停止の 1か月後生存率の年次推移  出典：令和 6年度版  救急救助の現況  

 

問２．消防機関救急救命士が有する身体的・心的なストレスを5つ書き出せ。（ 20点）  

 

 

 

 

 

問３．院外心停止傷病者に行うハイパフォーマンスCPRのためのポイントを5つ書き出せ。（20点）  

 

 

 

 

 

問４．医療機関に所属する救急救命士が医師からタスクシフトできる医行為を5つ書き出せ。（20点）  

 

 

 

 

 

問５．別紙１の英文抄録をよみ本研究の結果からリサーチクエスチョンを5つ書き出せ。 （ 20点）  
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■出題の意図 

問１ 

以下の図１ は日本の過去 10 年の救急隊到着時除細動症例の一ヶ月生存率である。こ

れをみて、2 0 1 9 年以降なぜ我が国の目撃あり心原性心停止の１ か月後生存率が低下

したか、考えられる因子を５ つ書き出せ。 

出題の意図 

本問題は、統計データや図表を読み取り、その変化の原因を医学的・社会的・救急医療

体制的な観点から分析できる能力を評価する問題である。 

単なる知識を問う問題ではなく、データから要因を推測する「疫学的思考」「救急医療

システム思考」「社会背景の理解」を総合的に評価することを目的としている。 

特に 2019 年以降という時期から、新型コロナウイルス感染症の影響、バイスタンダー

CPR の減少、救急活動時間の延長などを関連づけて考察できるかが重要となる。 

 
問２ 

消防機関救急救命士が有する身体的・心的なストレスを 5 つ書き出せ。 

出題の意図 

本問題は、救急救命士の労働環境、職業性ストレス、メンタルヘルス、業務負担などに

ついて理解しているかを評価する問題である。 

救急医療は高度な専門技術だけでなく、職業性ストレス管理や組織マネジメントも重要

であり、救急救命士の職業環境を多角的に理解しているかを確認することを目的として

いる。 

また、身体的ストレスと精神的ストレスの両方の視点を持っているかも評価対象となる。 

 
問３ 

院外心停止傷病者に行うハイパフォーマンス CPR のためのポイントを 5 つ書き出せ。 

出題の意図 

本問題は、Global Resuscitation Alliance（GRA）が推進するハイパフォーマンス CPR



の概念を理解しているかを評価する問題である。 

単なる一次救命処置の知識ではなく、胸骨圧迫の質、圧迫中断時間の管理、チーム蘇生、

役割分担、蘇生の質管理など、蘇生の質を向上させるための総合的な CPR の考え方を

理解しているかを評価する。 

 
問４ 

医療機関に所属する救急救命士が医師からタスクシフトできる医行為を 5 つ書き出せ。 

出題の意図 

本問題は、救急救命士の業務拡大、タスクシフト、チーム医療、病院内救急救命士の役

割について理解しているかを評価する問題である。 

医療従事者のタスクシフト・タスクシェアの流れの中で、救急救命士が医療機関内でど

のような役割を担うことができるかを制度・臨床・チーム医療の観点から理解している

かを確認する問題である。 

 
問５ 

別紙１の英文抄録を読み、本研究の結果からリサーチクエスチョンを 5 つ書き出せ。 

出題の意図 

本問題は、英語論文を読解する能力だけでなく、研究結果から新たな研究課題（Research 

Question）を設定する研究思考能力を評価する問題である。 

大学院教育では研究活動が重要であるため、論文を読むだけでなく、研究の限界や新た

な疑問点を見つけ、次の研究課題を設定できる能力を評価することを目的としている。 

 

 

■採点のポイント 

問１ 統計データからの要因分析 

採点観点 

1. 図表の傾向を正しく読み取っているか  

2. 生存率低下の要因を医学的・社会的・救急体制的観点から多面的に記述しているか  

3. 新型コロナウイルス感染症の影響など社会背景を考慮しているか  

4. 因果関係を意識して記述しているか  

5. 具体的な要因を 5 つ明確に記述しているか  

 

問２ 救急救命士のストレス 

採点観点 

1. 身体的ストレスと精神的ストレスの両方を挙げているか  



2. 業務内容に基づいた具体的ストレス要因を挙げているか  

3. 労働環境・勤務形態・責任・精神的外傷など多面的に記述しているか  

4. 救急救命士の職業特性を理解しているか  

5. 5 項目を明確に記述しているか  

 

問３ ハイパフォーマンス CPR 

採点観点 

1. 質の高い胸骨圧迫（深さ・テンポ）  

2. 圧迫中断時間の最小化  

3. 完全リコイル  

4. 適切な換気  

5. チーム蘇生・役割分担・コミュニケーション 

これらの概念を理解しているかを評価する。  

 

問４ 病院内救急救命士のタスクシフト 

採点観点 

1. 医師からのタスクシフトとして現実的な医行為を挙げているか  

2. 医療安全・指示体制を理解しているか  

3. チーム医療の視点があるか  

4. 病院内救急救命士の役割を理解しているか  

5. 5 項目を具体的に記述しているか  

 

問５ 研究論文からのリサーチクエスチョン設定 

採点観点 

1. 英文抄録の内容を正しく理解しているか  

2. 研究結果から新たな疑問点を導き出しているか  

3. Research Question として成立しているか  

4. 蘇生・気道管理・CPR の質など研究テーマと関連しているか  

5. 5 つの研究課題を論理的に記述しているか  


